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　私の実家は函館にあり、毎年お盆と正月には家
族を連れて帰省しています。帰省すると、子供時
代の友人とよく会ってお酒を飲むのですが、近頃
はお互いの子供の話をすることが多くなりました。
今年の帰省でも友人と会って話をしたところ、彼
は小学3年生になる息子と函館の亀田川（神山小学
校周辺）で水遊びをしたというのです。「亀田川で
水遊び？」「うそだろ？」私が子供の頃の亀田川は、生活排水が流れ込み、粗大ゴミが投げ捨てられ、とて
も遊びに行く気にならないような汚れた川でした。学校からも、亀田川には近づいてはいけないと教えら
れていたほどです。友人の話に半信半疑だった私は、次の日、娘を連れて約20年ぶりに亀田川に行って
みることにしました。すると、さすがに清流とは言えませんが、遊歩道も整備され川底が見えるまできれ
いになっており、生き物探しをする子供たちの姿まで見られました。私の知らない20年の間に、どこか
の技術屋さんが上下水道や河道を整備し、豊かな町並みを計画して、今の亀田川を創ったのでしょう。
市民による清掃活動も盛んに行われているそうです。私の子供の頃の思い出に、亀田川はありません。
けれど、彼の子供の記憶には父と遊んだ亀田川が故郷の原風景として、心の中に残るのでしょう（たぶん）。
　我々の仕事は、人から直接感謝される機会がそう多くありません。しかし、普段気づかれないような
ところでも世の中のお役に立てているんだと、隣にいる娘に誇れる仕事をしようと改めて思ったのでした。
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　私は根室市で生まれ、高校生までを過ごしまし
た。その後、学生時代と道庁へ奉職して以来、札
幌市・北見市・帯広市など、道内各地を回り、こ
の4月から当地（函館市）で勤務しております。
　それぞれの地には、日々の生活において、そし
て仕事を通じ、沢山の楽しい思い出があります。
私の仕事は、社会資本の整備とその維持管理を行
うことです。数少ない経験ではありますが、奥のある仕事をするには、その地域の歴史・風土・文化を
理解することが大切と痛感しております。地域の方々と一緒に取り組んだ事例を、紹介させて頂きます。
　　・開墾による彩り豊かな丘と雄大な大雪山連峰からなる景観をまちづくりに取り入れた美瑛町
　　・農作物の出荷で人々が往来する駅前通の賑わいを歩行者天国で再現する帯広市の熱き人々　等
　現在、少しでも地域づくりに貢献できるよう、渡島・檜山の歴史をようやく勉強し始めたところです。
　話は変わります。最近、我が人生における大きな出来事が2つありました。一つは、銀婚式であります。
未熟ながら、何とか仕事そして家庭生活をやってこられたのも、妻のおかげと感謝しております。もう
一つは、父が亡くなったことです。我々、3人兄弟の教育に力を尽くし、そして現役時代と退職後も通
じて行った町内会活動や社会奉仕活動へ感謝の意と敬意を表したい。父へは、もう直接恩返しをするこ
とが出来なりましたが、仕事や様々な活動を通じ、広く社会へ恩送りをして参りたいと考えております。
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